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2026年3月現在

スマートフォン、タブレット及びPCすべてにインストールが可能

全ての機器より同一のデータを編集することが可能

１．点検アプリ（eYACHO）の動作環境

スマートフォン・タブレット

iOS 17.7以降

Android 13以降

(API レベル 33) 以降

ＰＣ

Windows 11 バージョン

(LTSC)2024以降



・通信機能を有したタブレット（iPad等）をご用意ください。

・落下防止措置を必ず行って使用してください。

２．お使いいただく上での注意点

現場での利用例

タブレットの落下防止にベルトを装着

タッチペン（無くて使用できます）にも落

下防止措置を施す

衝撃に耐えられるカバーを装着



　各OSに応じてインストールを行ってください。

３．インストールとログイン

（１）インストール

（２）ログイン

　eYACHO for Business 7を起動して、「アカウント通知書」に記載の

内容を入力してログインしてください。

Playストア Microsoft StoreAPP Store

eYACHO for Business 7



点検を行う点検者（仮設安全監理者）の情報を事前に登録します。

４．事前の設定

（１）点検者（仮設安全監理者）の登録

点検者氏名 資格番号

半角数字6桁
所属会社名

※必ず行ってください



４．事前の設定

（２）現場写真のコメントの登録

現場写真にコメントを付記する際に、コメントをテンプレート化しておくことが

出来ます。

タイトル

コメントを手入力せず

に選択方式で入れ込む

ことが出来ます。

詳細な説明

※行わなくても使用できます



５．安全点検を行う

（２）eYACHOのホーム画面

（１）eYACHOの起動

ここのエリアを使用してください。

ここをタップすると

点検表の作成画面になります。

各社ごとに割り当てられた領域

点検者の氏名等を事前に登録しておくエリア

組合への点検報告を行うエリア

このアイコンをタップします



５．安全点検を行う

（３）点検表の選択

※　iPadでの操作：画面移動は2本指、選択は1本指で行うと簡単です！！

ここを押すとインデックスが表示されます

必ず最初に「仮設安全監理実施報告書」を

選択してください

実施報告書の入力画面



５．安全点検を行う

（４）点検表の追加

機材別点検表、写真台紙等を追加する場合はここを押します。

必要な点検表を追加します。

例）001わく組式足場兼単管式足場、

写真台紙、

図面台紙（PDF）

を追加



「仮設安全監理実施報告書」の画面でファイル名を付けてください。

５．安全点検を行う

（５）補助機能①　ファイル名を自動生成

（６）補助機能②　支部・支所自動入力、点検者は選択方式

ここでファイル名を自動生成することが出来ます。

【ファイル名取得】→【ファイル名確定】をタップしてください。

ここタップすると支部・支所が自動入力されます

点検者は事前に設定した情報を選択入力できます

※必ず行ってください



５．安全点検を行う

（７）メーカー機材別点検表の入力画面

（８）図面の取込みとピン表示

ここタップすると点検日等が自動反映されます

画面をタップするとPDFファイルを取り込めます

指摘箇所にピン打ちと番号を付記できます

良・否を選択します



（９）現場写真の取込みとコメント

５．安全点検を行う

ここをタップすると写真を取り込めます。

（保存写真、カメラ撮影ともに可能）

このエリアをタップするとフリー入力が可能となります

このエリアをタップすると事前に設定したコメントが選択できます

このエリアをタップすると事前に設定したタイトルを選択できます。

（手動での編集も可能です）



６．点検結果（PDF）のメール送信

※以下の2通りの方法があります。

実施報告書の画面の右上の「PDFをメールで送信」ボタンをタップする

※端末のメールアプリが自動で起動します

※この方法の場合、すべてのページが送信されます

「送る」メニューの「メールで送信」をタップする

※端末のメールアプリが自動で起動します

※この方法の場合、一部のページだけ（例：実施報告書のみ）を送信する

機能が備わっています

実施報告書の入力画面

実施報告書の入力画面



７．組合への点検結果報告

※アプリでの点検報告は支部を経由せずアプリ上で完結します。

「×」ボタンをタップします（薄くて見えづらいです）

該当の点検表ファイルを

「組合報告」フォルダにドラッグし、

コピーします

これで報告が完了します。

※※ファイル名の生成を忘れずにお願いします※※



・点検ファイルの編集は２端末以上での同時編集は出来ません。

・ファイルが開いたままの場合は他の端末から開くことが出来ません。

・このため、編集が終わった際は必ずファイルを閉じてください。

８．その他の留意事項

（１）ファイル保存の操作

※ファイルを閉じた際に自動保存されます。

「×」ボタンをタップします



・eYACHO上でのデータ保存容量は１アカウントあたり10GBとなっています。

・点検回数としてはおよそ500件分（写真20枚程度を挿入した点検）となります。

・容量オーバーになった際、即座に使用不可とはなりませんが、定期的に

　自社のストレージに移動していただくかファイルの削除をお願いいたします。

８．その他の留意事項

（２）ストレージの容量制限

※PC上にeYACHOのオリジナルデータが保存されます。

下記の操作をPC（Windows）版で行います。

※eYACHOオリジナルデータはいつでも復元が可能です。

必要なファイルを選択し「その他」メニューよりエクスポートしてください



・１年を超えての利用実績が確認されない場合は、一旦アカウントを

　閉鎖致します（4月1日～3月末時点までの利用実績）。

・利用実績は、アプリ上で点検結果を「組合報告」フォルダに入れた

　事で確認いたしますので、必ず組合報告を行ってください。

・利用を再開される場合は、再度、WEBフォームより利用申込をお願いします。

８．その他の留意事項

（３）無料アカウントの閉鎖について



■eYACHO基本操作マニュアル■

https://product.metamoji.com/gemba/eyacho/support/#manual

■お問合せ■

全国仮設安全事業協同組合

e-mail：eyacho_tenken@kasetsuanzen.or.jp


